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▼
中
学
生
の
部　

紀
行
文
・
作
文

　

▼
高
校
生
の
部　

創
作
・
随
想
・

　

紀
行
文

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30
枚

以
内
（
作
文
に
限
り
小
学
生
は
３
〜

５
枚
、中
学
生
は
５
枚
程
度
で
も
応
募

可
能
。ワ
ー
プ
ロ
原
稿
に
よ
る
応
募
も

可
能
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、Ａ

４
サ
イ
ズ
横
に
、40
字
×
25
行
で
縦
に

印
字
し
、原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を
表
記

し
て
く
だ
さ
い
）
で
縦
書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の
。
た
だ
し
、

学
校
内
の
「
文
芸
部
誌
」「
生
徒

会
誌
」「
学
校
新
聞
」「
図
書
館

報
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
作
品

は
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）
④

フ
リ
ガ
ナ
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦
年

齢
⑧
電
話
番
号
⑨
学
校
名
⑩
学

年
を
書
い
た
別
紙
（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）

し
た
部
門
で
の
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟

橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
50

万
円
、佳
作
（
１
人
）
に
は
賞
状

と
舟
橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副

賞
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与

し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
５
日
㈫
（
当
日

消
印
有
効
）

応
募
資
格　

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
小
・
中
学
生

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
、
石
川
、
富
山
、
愛

知
、
静
岡
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
高
校
生

募
集
作
品　

　

▼
小
学
生
の
部　

作
文

応
募
資
格　

平
成
29
年
９
月
１
日

現
在
、
満
18
〜
30
歳
の
人
（
昭

和
61
年
９
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
９

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

募
集
作
品　

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・

評
論

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚

以
内
（
随
筆
は
10
枚
以
内
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合

は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×
25

行
で
縦
に
印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算

枚
数
を
表
記
し
て
く
だ
さ
い
）
で
縦

書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）
④

フ
リ
ガ
ナ
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦
年

齢
⑧
生
年
月
日
⑨
電
話
番
号
を

書
い
た
別
紙
（
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。
学
生
は
、
学
校
名
と
学
年
を
書

く
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

第
29
回  

青
年
文
学
賞

第
32
回  

文
学
奨
励
賞

　
故
舟
橋
聖
一
さ
ん
（
上
の
写
真
）
は
、
名
作
「
花
の
生
涯
」
で
彦
根

の
名
を
広
く
世
に
伝
え
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
39
年
に
名
誉
市
民
の
称

号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
舟
橋
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
後
、
ご
遺
族
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
基
金
を
設
置
し
、
全
国
か
ら
募
集
し
た
優
れ
た
文
学

作
品
に
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た

各
部
（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
）
で

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟
橋

聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
と
し

て
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
生
の
部
＝

第
１
席
２
万
円
、第
２
席
１
万
円
、第

３
席
５
千
円　

中
学
生
の
部
＝
第
１

席
３
万
円
、
第
２
席
２
万
円
、
第
３

席
１
万
円　

高
校
生
の
部
＝
第
１
席

５
万
円
、
第
２
席
３
万
円
、
第
３
席

２
万
円
相
当
）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与

し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
５
日
㈫（
当
日
消

印
有
効
）

第
29
回
青
年
文
学
賞
、
第
32
回
文

学
奨
励
賞　

共
通
事
項

▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
彦
根

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
最
終
選
考
に
残
っ
た
作
品
は
、

受
賞
録
に
作
品
名
・
氏
名
な
ど

を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
「
舟
橋
聖
一
記
念
文
庫
」事
務
局

（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

 

尾
末
町

８-

１
）（
市
立
図
書
館
内
）
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０

３
０
０
番

※
郵
送
か
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一

顕
彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は
文
学

奨
励
賞
）
応
募
作
品
在
中
」
と
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞

女
性
の
た
め
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
セ
ミ
ナ
ー

〈
内
容
〉起
業
の
方
法
な
ど
を
学
び
、

自
分
ら
し
く
楽
し
く
生
き
る
た
め

の
講
座
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
や
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。 〈
日
時
〉

①
６
月
22
日
、
②
同
29
日
、
③
７

月
６
日　

い
ず
れ
も
木
曜
日　

午

前
10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）
会
議
室　
〈
対
象
〉
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性
（
原

則
、
全
て
の
講
座
を
受
講
で
き
る
人
）　

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

受
講
料
：
各
回
３
０
０
円
、
材
料

費
：
①
８
０
０
円
②
千
円　
〈
託

児
〉
１
人
１
回
３
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、
要
予
約
）〈
申
込
期
間
〉
６

月
１
日
㈭
〜
同
21
日
㈬　
〈
持
ち

物
〉
筆
記
用
具
、は
さ
み
（
は
さ
み

は
②
の
み
）　
〈
そ
の
他
〉
③
は
プ
チ

マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
一
回
歩
行
訓
練

〈
内
容
〉視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
安
全
で
正
し
い
歩
行
を

て
き
た
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま
す
。　

〈
日
時
〉６
月
23
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉

鳥
居
本
地
区
公
民
館
（
鳥
居
本
町
）

大
会
議
室　
〈
定
員
〉
１
３
０
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
１
日
㈭
〜
同
20
日
㈫　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
鳥
居
本

地
区
公
民
館
☎
26-

１
９
２
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
４
番　

※
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ
公
開
講
演
会

「
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
の
過
去
か
ら

現
在
、
そ
し
て
未
来
」

〈
内
容
〉オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
活

躍
す
る
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
苦
悩

や
現
状
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
に
つ

い
て
の
講
演
会
で
す
。〈
日
時
〉

６
月
24
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
会
議

室　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人　
〈
定
員
〉
50
人
（
先
着

順
）　
〈
受
講
料
〉
３
０
０
円　
〈
託

児
〉
１
人
１
回
３
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、要
予
約
）　
〈
申
込
期
間
〉６

月
１
日
㈭
〜
同
23
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

学
び
、
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い

と
い
う
こ
と
に
よ
る
悩
み
を
理
解

し
あ
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉
６
月

23
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

〈
集
合
場
所
〉
Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
東
口

（
古
沢
町
）
※
バ
ス
で
高
島
市
、
長

浜
市
に
移
動　
〈
対
象
〉市
内
在
住

で
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の

付
き
添
い
の
人
（
付
き
添
い
が
必
要

な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）　
〈
定
員
〉

45
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
６
０
０

円
（
体
験
料
）
※
昼
食
代
は
自
己
負

担　
〈
申
込
期
限
〉
６
月
16
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市

視
覚
障
害
者
協
会
（
田
沢
さ
ん
）
☎

25-

０
１
６
９
番　

※
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
座

佐
和
山
城
の
遺
構
か
ら

見
え
て
き
た
も
の

〈
内
容
〉

文
化
財
課
の
学
芸
員

か
ら
、
佐
和
山
城
遺
構
の
発
掘
調

査
の
内
容
と
そ
の
結
果
か
ら
見
え

オ
ニ
バ
ス
の
里
親
講
習
会

〈
内
容
〉
生
息
数
が
減
少
し
て
い

る
市
の
天
然
記
念
物
・
オ
ニ
バ
ス

を
、
責
任
を
も
っ
て
生
育
・
保
護

に
協
力
で
き
る
人
（
里
親
）
を
募

集
し
、
里
親
に
な
る
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
講
習

会
終
了
後
に
は
、
里
親
の
希
望
者

に
オ
ニ
バ
ス
の
株
を
渡
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉７
月
２
日
㈰　

午
後
２
時

〜
同
３
時　
〈
場
所
〉大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
・
プ
ラ
ザ
彦
根
Ｂ
Ｃ
会
議
室

（
大
東
町
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
平
和
堂
６
階
）
　

〈
対
象
〉市
内
在
住
で
里
親
に
な
れ

る
人
、
ま
た
は
以
前
か
ら
里
親
に

な
っ
て
い
る
人
（
株
を
希
望
し
な
い

人
も
受
講
可
能
で
す
）　
〈
定
員
〉
30

人
（
先
着
順
）　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用

具
、
株
を
持
ち
帰
る
た
め
の
バ
ケ

ツ　
〈
申
込
期
間
〉６
月
１
日
㈭
〜

同
23
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

生
活
環
境
課
☎
30-
６
１

１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５

番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

市営住宅 入居者を募集します
　　 
募集する住宅
　一般向け：中藪団地　　　　　　1 戸（世帯）

　　　　　　東沼波団地　　　　　1 戸（世帯）

　　　　　　ブルーレイク八坂　　2 戸（世帯）

申込書配布開始日　6月5日㈪
申込期間　6月12日㈪〜同21日㈬
入居決定の時期　8月上旬頃
入居できる時期　8月中旬以降
申込・問い合わせ先　 建築住宅課
　☎ 30-6123、FAX24-8517　
※本人または同居（同居予定を含む）の家族が、 建築

住宅課（市役所 2 階）に申込書などを提出してくだ
さい。申し込みには条件がありますので、詳しくは
事前にお問い合わせください。

梅
干
し
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉
地
域
で
採
れ
た
食
材
の

加
工
を
体
験
し
、
地
産
地
消
や
伝

統
食
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

梅
干
し
づ
く
り
体
験
を
２
回
コ
ー

ス
で
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉
①

塩
漬
け 

６
月
18
日
㈰
、②
赤
じ
そ

漬
け 

７
月
１
日
㈯　

①
・
②
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分　

〈
場
所
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

（
清
崎
町
）　
〈
定
員
〉
20
組
（
先
着
順
）
　

※
初
心
者
、
親
子
の
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
。
同
じ
世
帯
の
場
合
、
１

家
族
で
１
組
。　
〈
対
象
〉市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
、
①

②
両
日
参
加
で
き
る
人　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
１
日
㈭
〜
同
９
日
㈮ 

〈
参
加
費
〉
１
組
２
、
５
０
０
円 

〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

清
潔
な
タ
オ
ル
（
３
枚
程
度
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３
９
０
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
電

話
か
、
①
申
込
者
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
参
加
人
数（
大
人
と
子

ど
も
の
内
訳
）
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


